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• 行動計画１については、評価のみならずそれと深く関係する IR も取り上げ、大学評価・

IR 担当者集会に加え、各種勉強会や研修会を 10 回近く開催することにより、改善支援

への理解の深化と、具体的な方法の蓄積・共有を継続的に図ってきた。 

• 行動計画２については、一昨年度作成した評価・IR 担当者の能力段階表に基づいて研修

プログラムを実施した。 

• 加えて、会員によるこれまでの活動経験や知見を共有することを目的とした情報誌『大

学評価と IR』の発刊と、先に述べた勉強会等を行うことにより、人材育成に寄与してい

ると考える。 

• 今後は、大学評価・IR の担当者のニーズを踏まえながら各種勉強会や研修会、「IR 初級

人材育成プログラム」等の展開を積極的に図っていくことが必要となる。 

• それと同時に、評価と IR は活動が重複する部分と独自領域とに分けられることを踏ま

え、個々の独自領域に関する活動を体系的に行っていくことも必要と考える。 

 


